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「地域おこ
し協力隊」がやってきた「地域おこ
し協力隊」がやってきた
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都
会
か
ら
三
人
の
有
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が
仁
淀
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し
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協
力
隊
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地
域
お
こ
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協
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隊
」

は
、
総
務
省
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過
疎
地
域

活
性
化
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た
め
実
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す
る

事
業
で
、
県
内
で
は
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淀

川
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（
本
山
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に
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き
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例
目
で
す
。
人
口
減
少

の
続
く
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淀
川
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未

来
に
わ
た
り
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発
展

し
て
い
く
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う
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と
、
今

回
こ
の
事
業
に
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十
月
一
日
に
行
わ
れ
た

委
嘱
式
で
は
、
隊
員
の

方
々
か
ら
「
仁
淀
川
町
に

早
く
溶
け
込
み
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
地
域
の
行
事
な
ど
で
お

見
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

赤間　ゆり子（26歳）宮城県出身

　皆さんはじめまして。千葉県

千葉市から参りました赤間と申

します。出身は宮城県仙台市で

す。学生時代にまちづくりを専

攻していたこと、そして四国と

いう土地が大好きなことから、

何か自分がお役に立てることが

あればと思い、今回仁淀川町に

やって参りました。

　仁淀川町には都会にはない良

さがたくさんあります。その魅

力を町内外に発信していけるよ

う頑張ります。

　町内で見かけた際は気軽に声

をかけてください。

石川　伊佐男（48歳）東京都出身

　仁淀川町の皆さん 10 月１日

から地域おこし協力隊として着

任しました石川伊佐男です。協

力隊の活動を通して、地元の皆

さんに自然や歴史だけでなく、

ちょっと珍しいものやおいしい

ものなども教えていただきなが

ら“ 仁淀川町の素晴らしさ ”を

発見してみたいと思っていま

す。それを生かして自然体験活

動とエコツーリズムやグリーン

ツーリズムという体験型旅行を

運営企画できるように頑張りた

いと思っています。

　ほかにも挑戦してみたいこと

がまだまだ出てきそうな予感で

わくわくしています。どうぞよ

ろしくお願い致します。

松岡　 悟（39 歳）愛知県出身

　仁淀川町に来てはや１カ月。

毎日、山を覆い尽くす朝の霧を

眺めながらの深呼吸で１日が始

まります。

　この美しく静大で時に厳しい

仁淀川町の自然の中で、明るく、

元気に、楽しく暮らしていける

よう町の皆さんと一緒に頑張っ

ていきたいと思っていますの

で、どうぞよろしくお願いしま

す。

　なお、お酒は程々でお願いし

ます。

人の痛みが解かる整体。どこでも良くならない方も

ご相談下さい。病気にならない健康な体を目標にし

ています。

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

○受付…午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間…約５０分

○料金…一律３，０００円

○休み…日曜定休

○普段着で来て下さい

広 告

おかもと整体
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一日農政局 in 仁淀川町 ～農村地域の保全と地域活性化～
９月 22 日　「農村地域の保全と地域活性化」を

テーマとした中国四国農政局主催の「一日農政

局 in 仁淀川町」が中央公民館で開催されました。

　中国四国農政局では、農業・

農村が発展し、安全・安心な食

料の供給という国民の期待にこ

たえるため、現場を第一として、

農業者、消費者など国民の声を

聞き、地域の皆さんと一緒に考

える「親切・丁寧で身近な相談

しやすい農政局」を目指し、昨年度から中国四

国地方の各地で一日農政局を開催しています。

　全国的に農山村地域では、農林業従事者の減

少や高齢化の進行により活力を失いつつありま

すが、仁淀川町では、豊かな自然と農林業の営

みで形成された美しい景観、人々の生活の中に

息づく伝統文化などの有形無形の地域資源を生

かして、町内の団体が一部では高知大学と連携

して地域活性化の活動を行っています。これら

の活動に、中国四国農政局の高瀬農地保全事業

所が協力をしていることから、今年度、一日農

政局が開催される数地区の一つとして仁淀川町

が選ばれました。

　当日は、大石弘秋町長はじめ農林業従事者、

地域活性化グループの代表など仁淀川町関係者

８人、高知県から１人、農政局から中島仁三農

政局次長はじめ幹部職員７人の参

加がありました。農政局から、実

施中の直轄地すべり対策事業の役

割、高瀬農地保全事業所で行って

いる地域貢献活動、地域活性化を

図る他地区の優良事例が紹介され

たのち、参加者がそれぞれの所属

団体の活動内容を報告しました。

　参加者から、バイオ燃料となる「アブラギリ」

は、耕作放棄地の解消、山林の荒廃防止、鳥獣

対策など地球環境問題の改善に役立つものであ

り、植林に対する支援を求める声が上がりまし

た。このほか、地域活性化の取り組みへの支援

を望むなど、積極的な意見・提案が出され、中

島農政局次長が「皆さんからの要望事項は関係

機関に伝えます。地域内部の活性化のためには、

外部の人を巻き込んだ取り組みや、仁淀川町全

体のブランド化につながるような取り組みが重

要です」と締めくくられ、閉会となりました。

　仁淀川漁業協同組合は昨年に引き続き「越知町黒森山植樹第３弾　秋の植樹」を公益社団法人「高知県

森と緑の会」と共催で開催します。

　一般の参加者を募集していますので、ご賛同いただける方はお申し込みください。

日時：12月 12 日（日）８時 15分～14時　

※雨天の場合は 12月 19日（日）に順延

場所：越知町黒森山（10時植樹開始）

集合：仁淀川漁業協同組合　８時 15分

※直接車等で行かれる方は９時 50分に現地集合

募集：高校生以上の一般の方 100 人

申込締切：12 月１日（水）

準備するもの：お弁当、飲み物

※植樹の道具と軍手は主催者が準備します。

服装：植樹ができる服装・運動靴等。ヘルメット

を調達できる方は持参してください。

申し込み・問い合わせ　

　氏名 ( ふりがな )、住所、電話番号（延期の際前

日連絡がとれる番号）、年齢を明記のうえ、次のい

ずれかにはがき、ファックス、メールでお申し込

みください。

仁淀川漁業協同組合

　〒781-2110　いの町 4055 番地 5

　☎０８８－８９３－２３００

　　０８８－８９３－２３３８

仁淀川町役場企画課

　〒781-1592　仁淀川町大崎 124 番地

　☎３５－１０８２　　３５－０５７１

　メール t-oota@town.niyodogawa.lg.jp

◎作業中の負傷等は、保険内の他は一切責任を負いません。作業中は十分気をつけて作業をお願いします。

山は川の生みの親  黒森山植樹参加者募集




